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Investigation on Peppermint Oil in Nagano prefecuture
S.Shimizu

(LaboratoryofAgricu istry)

昭和十七年まで日本薄荷は世界舘産額の8割近

くに及び捻出農産物として日本の大きな特産であ

った｡しかしながら大戦とともに畑は食糧増産用

に切換えられ封外捻出も不可昏旨のま 放ゝ棄される

-方であった｡戦後に於る食糧事情の好梅と貿易

再開による薄荷取引慣格の上昇とともに昭和23年

度には927町歩 まで減少した栽増面積は漸く増加 ,

の後を示し農林省の槍琴計苗では昭和25年度2･00

0町歩までに,昭和28年には戦前の2万町夢まで拡

大する方針の由である(i)0

我国の薄荷の主要産砲は北海道が墜倒的に多く
金団の約8割に及び,攻小で岡山,虞岳,茨城,

熊本,新潟,福井,長野という順序であるo長野

原では25年度29町歩,26年度70町歩が予定されて

Vtるが,長野腰崖薄荷池の轟質については金原的

な分析が報草されていなvl.

哉前と造り今日-では薄荷は日本のみ猫占的作物

でなく,ソ連,ブラジル,中国という強力な競争

国が現われており(q)日本薄荷はその品質を夏に

向上することに努めなくては世界に於る優位を確

保することは困難であるO

周知の如く日本薄荷は合階率が高いのが一番大

きな特徴であって,や1音線を有し芳香の点では

西洋薄荷に劣るとされている.

第一未 岡山願北見地方伊部に於ける各月
平均降水量

岡山牒降水量
巨恋引 莞墓地響 )!伊部の懲悪

757.3 】 1401.0

県外薄荷試和寒革地図

我が国の産地は北は北海道から南は岡山,熊本

に及び,索塩については,耐寒性が強い故夏期高

温であるから差支えないと云える｡降雨量は一般

に少vl地方に産地多く,北海道北見地霞は年間750
＼mm岡山南部海岸は1110Ⅰ-1(3)位であある｡長野原

が薄荷の適地であるかどうかは薄荷草の melltOl

生成の機構が今日充分に明らかでないので理論的

な説明紘困難である｡三宅,石塚両氏(4)とよると

生育初期に妊mentonが此較的に多く成熟につれ

てmentonが減少し,遊離mehtOl及び化合mentol

の漸増することを報昔Lであり,評言愚民(ら)はその

茸故から葉の下部の亮化せるものより新開葉の方

が油量多 く,mentolは上記より下部に軌均してい
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ろと述べているG雨量が薄荷の品質に影響を輿え

るものとすれば,日照の不足托よりIriClltOllから

mchtOlの生成を阻菩されるということも考えられ

るOその外に,箕琴問題としてr汝穫期に雨量の多

いのは乾燥がおくれ品質が劣悪化する｡伊部地方

に於る,最近5年JiFL滴 量平均は, 1400mm(6)前後

であって,岡山,北見鞄院に比敬すればや 1多い

のであるが,一番問題となるのは薄荷の収穫期で

ある8月及び10月の雨量であって,この点県下各

地にても柵雷の毒があらけれでも,第二園の如 く
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薄荷栽増に不適地という程の雨量ではないと思 う

従って木曾谷の如く削削こ豊岡の多い所を除き,

北信,南信,中信,東信の各地で栽培されている

のでその品質を明らかにするために分析を行って

みたo試料はキミ記の外は三番刈である｡

〔賓愈方法〕

(a)取却池率の測定

_試料の多いものは 乾草 100-15L3gを取り三井

氏(丁)の方法により行った｡試料の少いものは同氏

による役量定量装置を用いた.役量の定量の場合

は薬のみ̀を約10g用い,別に薬種と塁部の重畳比

出した｡

(h)遊離血ntolの測定

試料が微量である区が多いので通常の田地油法

は賢砲国籍であるから,敬却油0,5',,p前後をIlI確に

秤量し,之に魂Ⅹylo15ccと加へて全体を再び秤

量 し,之のものにつき1ccを精熱こ秤量して封管

に取り三井氏等の方法(S)に従いピT)ヂン-無水耐

酸混液を加えて1200cl時間虎理する方法に従っ

た｡
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脳分を遊離メン
トールとして算
出せるもの

(9)

〔測定結具及び考察〕

第二表の =許から21番までの試料は立地保件栽

培棟件,気蛙使件を異にしているからして,之を

そのま1平面的に比較すること紘出釆ないが本願

崖薄荷の茸鰐の一班を伺うことが出乗るであろう

〔Ⅰ⊃立鞄佳件について
南信の千代.北信の中野,大乱 来信の壷賀,

中信の新村の如く,油量もメートル畳 も良好であ

って,この点からみれば第-因の如く各地とも雨

量に於で若干の相違があるものの紙既約に云って

館内の多くは哉増適地であると云えよう｡

従って,年間雨量よりもむしろ刈取期の日月琵時数

の方が mcntol生成に関係深いのではないかと思

う｡

〔R]品種の問題
遊離メント-,･tの短めて少い3着,8番,9番及

び13番の各試料は冷却によっても殆んど締晶腿を
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生成しない｡之は野生薄荷種の混入するを示すも

のでないかと考え〔'(コを表中に附してあるが岡
山願でも最近, この程野生薄侍一犬薄荷という

I- の費生に悩まされているとのことである｡之

紘自然頚生のみでなく,薄荷苗不足につけこむ悪

質業者の手によって庚められている例がある故,

新しい撞苗の導入に紘巌に注意を要することであ

る｡か1ろ犬薄荷こそ本願崖薄荷の信用のために

是非とも早期に排除されねばならない｡

赤豊穣の方が青畳種より,油の晶質も良好であ

るがや 1弱 く, この点下伊部産のものに比し上伊

部産のものは多く苛塁らしく油量は少いが耐震性

で栽培容易であるためと考えられる｡

10,ll,12番は新村に於る北信,北見,声望の
三品種の比敬であるが,試料僅少のため微量分析

で行ったものである｡この結果から見れば,北進

が極めて優秀であることが知れる.北進は赤窒系

から北海道に於て昭和13年頃育成され今日では北

海道の最優秀品種として知られている｡同山解で

紘赤壁,青牽雨着とも栽培されている.

長野原の如く岡山願と北海道の中間に位する位
■

留からして,長野原に封する連晶柾の選定育成こ

そ本願栽培のために特に希望されることである】

〔n]葉蔀率と項部油率

乾草中の塁部の油量は,葉部に比して短めて少

く,葉部の約20分の 1.存在する｡従って取却池の

量を多くするには,葉の部分の重量を出来るだけ

大にせねばならない｡品軽の性質,気候,栽増床

件の影響も大きいものと考えられるが収穫調製上

の技術が大いに関係するものと考えられる｡

〔m)刈蚕期による晶質の相違

この間題に就いては窒突付の16,17,18番の三

試料及び上伊部農業高校の19,20,21番試料が該

首する.両者ともとも牧池率は-香,I_香,三番

の順に増加している.これは二番刈のものは,塁

部の割合大のためと考えられる｡上農校の遊恐メ

ントールの含量が三番刈が二番刈より少Vlのは福

島氏の茸験や岡山や北海道の例と逆になっている

が,之は,三番刈取期に於て少しく鋳病草生のた

めと考えられる｡

〔†〕以上の結果よりみて本願産の薄荷は,比較
的近年導入された作物であって,栽培の経験が撹

叫こも拘らず,敬油率は殆んど劣るところなく-,

且又試料少量のため氷結試験による脂分検定が不

可能のため徴量分析による遊健メンt-ルを以て

し,岡山,北海道産のものは氷結試験法による脂

分 と遊矩メント-ルに換算して比重交したため数値

に若干の相違が認められろが,この点を考えられ

ば含聡牢も大差を認めないと云える.従って本願

気快に遠慮する品種を選接し栽埼保件に改良を加

えれば,更に品質を高めることが可能であり,北

揖遣,岡山産の薄荷に劣らぬ製品を得るEl､も遠く

ないであろう｡

本質験調香のために資料を分譲された,上記各

協同組合,上伊部農業高校小牧教官,原教官,読

料の鞄族に御協力をいた vゞtた騎特産諜及び分析

の一部を分拾された雷研究宝原格君の諸氏に封し

深甚なる謝意を表し東す. (195L.1.30)
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